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委
員
長
就
任
挨
拶渡

辺
　
茂

　

五
月
十
三
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ

た
「
平
成
二
十
九
年
度
定
期
総
会
」

で
、西
砂
会
館
開
設
時
（
平
成
七
年
）

か
ら
委
員
長
を
務
め
ら
れ
て
き
た
鈴

木
久
米
氏
に
代
わ
り
、
委
員
長
に
就

任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

委
員
長
と
し
て
、
皆
様
の
ご
期
待

に
応
え
ら
れ
る
活
動
が
出
来
る
の
か

自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
利
用
者
団

体
、
自
治
会
、
地
域
諸
団
体
の
皆
様
、

そ
し
て
行
政
、
役
員
運
営
委
員
、
管

理
人
の
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
、
こ
の
「
西
砂
会
館
」
を
西
砂
川

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点

と
し
て
、
多
数
の
人
が
安
全
で
、
安

心
し
て
利
用
出
来
る
会
館
で
あ
る
よ

う
、
運
営
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

　
委
員
長
退
任
に
あ
た
っ
て

前
委
員
長
　
鈴
木   

久
米

　

私
は
昭
和
四
十
七
年
に
立
川
市
体

育
指
導
委
員
と
な
り
、
中
央
と
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
発
展

を
目
指
し
て
活
動
し
て
き
た
。
昭
和

五
十
年
に
地
元
西
砂
川
に
体
育
会
を

発
足
さ
せ
、
同
時
に
子
供
育
成
団
体

協
議
会
も
発
足
し
た
。
昭
和
五
十
九

年
に
は
青
少
年
対
策
地
区
委
員
長
と

な
り
、
西
砂
川
地
区
の
明
る
い
町
作

り
活
動
を
行
な
っ
た
。
そ
の
時
に
当

地
域
に
会
館
を
建
て
る
提
案
を
行
な

う
こ
と
を
考
え
、
西
砂
学
習
館
を
一

部
改
造
、
模
様
替
え
を
行
な
う
請
願

を
提
出
し
た
。

　

昭
和
六
十
三
年
に
当
地
区
に
文
化

会
を
発
足
さ
せ
た
時
点
で
、
行
政
か

ら
会
館
を
建
設
す
る
話
が
あ
り
、
地

域
の
有
志
、
団
体
の
代
表
者
に
よ
る

検
討
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
実
現
に

向
け
て
活
動
し
、
学
習
等
供
用
施
設

「
西
砂
会
館
」
が
平
成
七
年
二
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

会
館
の
活
動
は
ま
ず
当
地
域
内
の

食
文
化
を
取
り
入
れ
、
平
成
十
年
に

手
打
ち
う
ど
ん
作
り
、ま
ゆ
玉
作
り
、

お
茶
作
り
な
ど
を
手
が
け
た
。
ま
た

平
成
十
二
年
か
ら
地
元
の
小
学
校
六

年
生
を
対
象
に
出
前
授
業
と
し
て
、

昔
な
が
ら
の
手
打
ち
う
ど
ん
作
り
を

行
い
、
現
在
も
継
続
し
て
行
な
っ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
西
砂
川
地
域
の
方
言
で
語

り
合
う
会
合
を
、一
年
間
か
け
て
進
め
、

成
果
と
し
て
「
西
砂
川
方
言
辞
典
」

を
作
成
し
た
。平
成
十
二
年
に
は
小
、

中
学
校
の
分
校
跡
地
に
地
元
の
協
力

を
得
て
記
念
碑
を
建
設
し
た
。
平
成

十
五
年
に
は
西
砂
川
音
頭
を
地
域
の

方
々
か
ら
募
集
し
、
二
曲
を
取
り
上

げ
、
盛
大
に
発
表
会
を
行
な
っ
た
。

　

当
館
は
発
足
以
来
十
三
年
目
で
利

用
者
が
二
十
万
人
を
達
成
し
た
。
当

地
域
内
に
は
二
つ
の
会
館
が
あ
る
こ

と
か
ら
他
地
区
の
会
館
に
比
べ
て
当

館
の
利
用
者
数
が
少
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
が
、
地
域
の
諸
団
体
に
当
館

を
利
用
す
る
よ
う
常
に
呼
び
か
け
、

平
成
二
十
八
年
十
二
月
に
利
用
者

三
十
万
人
が
達
成
さ
れ
た
。
今
後
も

利
用
者
を
増
や
す
様
、
会
館
運
営
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

最
後
に
二
十
二
年
間
、
運
営
委
員

の
皆
様
方
に
は
全
面
的
に
協
力
し
て

頂
き
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　 編 集 ・ 発 行 　

西 砂 会 館
管 理 運 営 委 員 会
委員長　渡 辺 　茂

立川市西砂町5-11-13
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着
任
の
ご
挨
拶

　

こ
の
四
月
よ
り
、
松
中
小
よ
り

異
動
と
な
り
ま
し
た
。四
年
前
は
、

西
砂
小
副
校
長
と
し
て
、
一
年
間

勤
務
し
ま
し
た
。

縁
あ
っ
て
、
再
び
西
砂
小
で
校
長

と
し
て
、
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
西

砂
川
地
域
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と

大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
着
任
の
ご
挨
拶

　

松
中
小
学
校
に
着
任
い
た
し
ま

し
た
、
福
原
憲
生
と
申
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

西
砂
小
学
校

 

校
長  

小
𥔎
　
仁

松
中
小
学
校

 

校
長  

福
原 

憲
生

　

さ
て
、
本
校
で
は
や
さ
し
く
、

か
し
こ
く
、
た
く
ま
し
く
」
を
目

標
に
教
育
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
地
域
を
背
負
う
子
供
た

ち
が
、こ
の
地
域
に
誇
り
を
も
ち
、

互
い
に
思
い
や
り
を
も
っ
て
生
き

て
い
け
る
よ
う
、
地
域
の
学
校
と

し
て
の
役
目
を
果
た
し
て
参
り
ま

す
。

　
　 
立
川
第
七
中
学
校

　
　
　
　
　  

副
校
長
　
増
田  

功
司

　
着
任
の
ご
挨
拶

　

西
砂
地
域
の
皆
様
に
は
、
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
四
月
よ
り
世
話
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

先
日
、
創
立
四
十
周
年
記
念
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒

が
一
生
懸
命
に
競
技
に
打
ち
込
ん

で
い
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
町

内
の
皆
様
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

新
校
長
・
副
校
長
先
生
紹
介

　『
西
砂
会
館
ま
つ
り
』

　

去
る
三
月
十
二
日
（
日
）
に
西
砂
会
館
ま
つ
り
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。



西砂会館だより平成29年7月10日 第 47号

－ 3 －

　
砂
川
の
赤
い
風

　
　「
あ
か
っ
風
」

　

砂
川
の
土
壌
は
火
山
灰
土
で
粒
子

が
こ
ま
か
く
、
少
し
の
風
で
も
土
が

舞
い
上
っ
た
。
昭
和
三
十
年
代
ま
で

は
、
五
日
市
街
道
の
両
側
に
家
が
あ

る
だ
け
で
、
北
も
南
側
も
全
部
畑
で

あ
っ
た
。
冬
の
畑
は
秋
に
さ
つ
ま
芋

を
掘
っ
た
侭
、
桑
の
苗

木
を
掘
り
取
っ
た
侭

の
空
地
が
多
く
、
風
が

吹
く
と
土
が
舞
い
上
り
、

二
メ
ー
ト
ル
先
も
見

え
な
い
ほ
ど
で
あ
り
、

そ
の
様
な
時
に
は
火

の
番
が
「
火
の
用
心
」

と
拍
子
木
を
叩
き
、
庭

通
し
（
家
か
ら
隣
の
家

に
行
く
道
）
を
回
っ

た
。

　

そ
の
様
な
風
は
連
日
吹
い
た
時
も

あ
り
、
土
ぼ
こ
り
は
空
に
巻
き
上
げ

暗
く
な
っ
た
。
他
町
村
か
ら
見
て
今

日
も
砂
川
に
赤
っ
風
が
吹
い
て
い
る

と
云
わ
れ
た
。
当
時
の
農
家
は
、
ゆ

が
み
、
立
付
が
悪
く
家
の
中
に
土
ぼ

こ
り
が
留
り
、
砂
川
の
家
の
神
棚
に

ゴ
ボ
ー
が
蒔
け
る
、
床
間
に
ナ
ス
が

植
ら
れ
る
と
悪
口
を
云
わ
れ
た
。
防

風
対
策
に
畑
の
境
に
は
ウ
ツ
木
、
畑

の
区
画
に
茶
の
木
を
植
え
た
。
連
日

の
風
に
は
容
赦
な
く
土
を
巻
き
上
げ

た
。

　

そ
の
よ
う
な
砂
川
の
土
壌
に
も
利

点
が
あ
る
。
水
は
け
が
良
く
乾
燥
し

た
土
地
は
西
瓜
に
適
し
、
甘
い
大
き

い
西
瓜
が
成
り
有
名
で
あ
り
、
さ
つ

ま
芋
も
美
味
く
多
く
出
荷
さ
れ
た
。

当
時
立
川
駅
に
貨
物
専
用
の
ホ
ー
ム

が
あ
り
砂
川
の
さ
つ
ま
俵
で
う
ま
っ

た
時
代
も
あ
っ
た
。
地
味
の
悪
い
土

地
の
樹
木
は
根
張
が
良
い
「
生
き
る

た
め
に
多
く
の
根
を
出
す
」
明
治
以

来
日
本
の
養
蚕
業
が
発
展
し
、
そ
れ

に
伴
い
、
桑
の
苗
木
の
生
産
が
始
ま

り
、
生
産
高
は
日
本
一
と
成
り
全
国

に
出
荷
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
年
代
に

化
学
繊
維
の
開
発
に
よ
り
絹
糸
の
暴

落
と
共
に
養
蚕
業
が
衰
退
し
桑
苗
の

生
産
が
終
っ
た
。
そ
の
後
欅
の
苗
木

が
生
産
さ
れ
、
全
国
に
出
荷
さ
れ
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑　

光
一

♢ 

管
外
研
修 

♢

　

去
る
六
月
二
十
二
日
（
木
）
に

西
砂
会
館
運
営
委
員
と
利
用
者
の

管
外
研
修
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
伊
能
忠
敬
記
念
館
の

見
学
と
小
江
戸
散
策
、
水
郷
佐
原

あ
や
め
パ
ー
ク
見
学
と
盛
り
た
く

さ
ん
の
内
容
で
し
た
。
車
内
で
は

宮
𥔎
光
一
さ
ん
の
「
立
川
小
唄
」

の
お
話
を
い
た
だ
き
、
大
変
た
め

に
な
る
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
梅
雨
の
晴
れ
間
で
朝
か

ら
暑
く
と
て
も
い
い
天
気
で
し
た
。

　

今
回
も
無
事
に
帰
っ
て
く
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
皆

様
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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西
砂
会
館
利
用
案
内

「
開
館
時
間
」

　
午
前
九
時
〜
午
後
十
時

「
利
用
申
し
込
み
受
付
日
」

　
毎
月
一
日
と
月
・
水
・
金
の

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　（
正
午
〜
午
後
一
時
を
除
く
）

※
印
刷
機
も
有
料
に
て
利
用
で
き

　
ま
す
。（
使
用
受
付
時
間
内
）

「
休
館
日
」

　
第
二
火
曜
日
・
第
四
木
曜
日

「
お
問
い
合
わ
せ
」

　
TEL
ＦＡＸ
　
五
三
一
―
〇
〇
六
六

☆
会
館
内
は
禁
煙
で
す

◇
編
集
後
記
◇

　
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
を
補
給
し
て
、
骨

を
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
。」

　
夏
は
ど
う
し
て
も
日
中
は
暑
く
て
、

外
出
せ
ず
、
家
の
中
で
過
ご
す
と
い

う
人
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
外
出
し
て
も
日
焼
け
す
る
の

で
Ｕ
Ｖ
ク
リ
ー
ム
を
塗
っ
て
出
か
け

て
い
ま
せ
ん
か
。
今
の
人
は
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
が
不
足
し
て
い
る
人
が
多
い
そ

う
で
す
。
朝
や
夕
方
な
ど
、
比
較
的

気
温
が
低
い
時
に
、
少
し
で
も
、
体

を
お
日
様
に
あ
て
て
骨
を
元
気
に
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

   
手
も
み
茶
づ
く
り

　

 
去
る
五
月
七
日
（
日
）
に
お
茶
つ
み
手
も
み
茶
づ
く
り
を
行
な
い
ま
し
た
。

八
月
六
日
（
日
）

会
館
に
て
『
流
し
ソ
ー
メ
ン
大
会
』

を
開
催
し
ま
す
。
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　 〃 　 高沢　聰史 希望ヶ丘自治会
　 〃 　 豊田　淳子 青少健
　 〃 　 佐々木悠子 文化会
　 〃 　 加治　成訓 体育会
　 〃 　 平野　直子 七中ＰＴＡ
　 〃 　 鈴木　美子 西砂小ＰＴＡ
管 理 人 樋口　久子
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